

授業名称：GISを用いたマッピングと分析
ティーチングノート
（地方公共団体向け）

概要：

GISの特徴の一つは、情報源が異なる様々な地理空間情報を統合して処理し、結果を地図に表現し、空間的問題解決を支援するところにある。この講義では、地方自治体の業務への応用を想定しながら、種々の地理空間情報を組み合わせてGISで処理し、地図化する方法とその際の留意点について、演習形式で学習する。

学習目標：

アドレスマッチングなどで取得したオリジナルな地理空間情報をGISに取り込んで、既成の地理空間情報と組み合わせながら処理し、結果を主題図に表現するとともに、その結果を用いて自治体業務に応用するための方法を習得する。その際、主題図作成の技法と読図の仕方についても理解を深め、空間的思考を支援ツールとしてのGISの役割を理解する。下位目標は以下のとおり。
・異なる地理空間情報をGISによって統合的に処理する手順を理解する。
・住所情報をアドレスマッチングして緯度経度を求める手順を習得する。
・GISの基本的機能を地域の問題発見・解決に応用する技能を身につける。
・地図学の基礎的知識をふまえて主題図を作成し、分析する技法を習得する。
・作成した地図から有用な情報を読み取るときの留意点を理解する。
受講対象：

地方公共団体等において、GISに関連する業務に従事している者、もしくはGISに関する基礎知識は有しており、今後、専門性を高めたい意向がある者等
(1) 地方公共団体の情報部門の人材

(2) 地方公共団体の情報部門以外に所属し、GISの活用が期待される業務に従事する人材

(3) その他、地域行政に関連する組織に所属し、GISの活用が期待される業務に従事する人材

【はじめに】

本講義は、地方公共団体の職員向けに、約4時間の授業を行うことを想定している。長時間に及ぶ演習中心の内容であるため、途中休憩を設けながら、受講者の作業進度が揃える。
　本講義の概ねの時間配分は以下の通りである。

・避難所の設置状況の把握＜90分＞

住所情報の緯度経度変換（アドレスマッチング）

緯度経度データの地図化

・地区ごとの人口特性の把握＜60分＞

統計データの地図化と読図

・人口特性からみた避難所配置の問題点と改善策の検討＜60分＞

地図の重ね合わせ、空間情報の検索・分析

・自治体業務への応用について考える＜30分＞
　　【準備と留意事項】
・地図データ：対象とする市区町村について、下記の地図データを用意する（もし入手が困難な場合は、テキストで使用したサンプルデータを用いてもよい）。

1) 基盤地図情報25000、基盤地図50mメッシュ標高：国土地理院のページ（http://www.gsi.go.jp/kiban/index.html）から該当する部分をダウンロードして解凍しておく。もし対象地域で基盤地図情報2500が整備されていれば、それを使ってもよい。

2)  統計GISの小地域統計の境界と属性データ：総務省のe-Stat（http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/eStatTopPortal.do）のページからダウンロードしておく。

3) 各種施設データ：自治体のホームページ、インターネットタウンページ、Yahoo!電話帳などから、市町村内の諸施設の住所データを取得し、CSVファイルを作成しておく。

・使用するデータは、対象地域に応じて変更してよい。

・テキストで使用した地図等は、対象地域に応じて差し替えてよい。

・地図太郎の具体的な操作手順については，別冊にまとめているので，必要に応じて参照すること。TAが配置できる場合は、TAに操作を代行してもらってもよい。
・TAは1名で2グループを受け持つことも可能だが、各グループに1名配置することが望ましい。また、TAの配置人数は、TAの支援スキル、受講者の操作スキル、会場のPCの環境等を検討のうえ、決定すること。

・用語の解説は、受講者の反応を見ながら、適宜、交えながら進めることが望ましい。
・演習成果の持ち帰りを希望するものは、USBメモリを持参の旨を、募集時に通知する。

【演習の際の留意事項】

・わからない点は、その都度講師かTAに尋ねるよう伝えておく。

・講師は適宜TAに受講者の進捗状況を確認しながら進めること。
・操作を行いながらの講師説明は、受講者にとって聞き取りにくくなる可能性があるため、注意して説明すること。
ティーチングノート：

ページ1-2　サブタイトル：作業の概要、スケジュール
◆このページのポイント
· 作業の概要とねらいが次のことがらであることを理解する

· 会場周辺とは違って、地方自治体（市区町村）レベルでは、使用する地理空間データの精度や種類、分析の仕方が異なることを理解する。
· アドレスマッチングで住所情報を緯度経度に変換する方法を習得する。
· 主題図作成と読図の方法を理解する。
◆説明手順

· ページ1で作業のねらいを確認する。
· ページ2で作業スケジュールを説明する。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。
◆受講者への確認事項

· アドレスマッチングについてどの程度予備知識や経験があるか。
ページ3　サブタイトル：使用するデータ
◆このページのポイント

· 演習で使用するデータの内容と形式を理解する。
◆説明手順

· 特になし。

◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· ベクタデータとラスタデータの違いにも言及する。
· 使用するデータは、いずれもパブリックドメインで公開されているものであること。
· 対象地域に合わせてデータを差し替えた場合は、データリストを書き換えること。
◆受講者への確認事項

· データフォルダに使用するデータが入っていることを確認する。
ページ4　サブタイトル：避難所の設置状況の把握
◆このページのポイント

· アドレスマッチングから地図表示までの作業手順を確認する。
◆説明手順

· 特になし。

◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 詳しい手順は別冊（３）を参照しながら、作業を進める。
◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ5　サブタイトル：アドレスマッチング＜その１：住所情報の収集＞
◆このページのポイント

· アドレスマッチングに使用する住所データの入手方法を理解する
◆説明手順

· インターネットのWebページ等から各種の住所データが入手できることを紹介する
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 時間があれば、紹介したWebサイトを実際に端末のブラウザーで開いてみる
· 時間を節約するために、演習で使用する施設の住所データは予め準備しておく

◆受講者への確認事項

· 勤務先の自治体でアドレスマッチングが可能な行政情報を挙げてもらう。
ページ6-7　サブタイトル：アドレスマッチング＜その２＞＜その３＞
◆このページのポイント

· 東京大学CSISのCSVアドレスマッチングサービスの使い方を紹介する
◆説明手順
· 実際にアドレスマッチングのWebサイト画面を開いて住所データを送信し、緯度経度データ付きファイルを受信する

· アドレスマッチングしたCSVファイルを開いてデータの中身を確認する
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· マッチングの精度を表すコードの意味についても説明する
· “iConf“の欄は信頼度を表し、「5」未満の場合は十分な精度が保証されないため、住所情報を確認してやり直す必要がある

◆受講者への確認事項

· うまくマッチングができたかを尋ねる。できなかった場合、原因を考える。
ページ8　サブタイトル：アドレスマッチング＜その４：精度の比較＞
◆このページのポイント

· アドレスマッチングによるジオコーディングは精度の限界があることを理解させる
◆説明手順

· アドレスマッチングの仕組みについて説明した上で、精度が街区の規模に依存することに気づかせる
· 他の方法で取得した同じ位置の緯度経度をアドレスマッチングの場合と比較する
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· GPSで取得した位置情報との比較も加えてもよい
◆受講者への確認事項

· 十分な精度のデータが得られなかった施設については、別の方法（「ウォっちず」など）で緯度経度情報を取得する
ページ9　サブタイトル：背景地図の作成
◆このページのポイント

· 標高データと基盤地図情報25000を取り込んで、背景地図を作成する。
◆説明手順

· 標高データは陰影表現を調整し、基盤地図情報は表示項目を選択する。
· 対象地域について土地勘がなくても、背景地図の情報から市街地の広がりや地形を読み取って、地域の概要を理解してもらう（教員が地図を見ながら説明する）。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 地図太郎の操作は別冊（３）に示した手順に従って行う
· 対象地域の土地勘がない受講者が多いので、市町村内の地理的特徴（地形、土地利用、市街地形成など）について簡単に説明しておく方が望ましい。

· 対象地域の市区町村界のレイヤを別途に作成しておき、表示すると理解しやすい

◆受講者への確認事項

· 別冊の手順通りに作業が進んだかを確認する
ページ10　サブタイトル： ユーザレイヤの作成、地図の表示
◆このページのポイント

· アドレスマッチングした緯度経度データをGISに取り込んで分布図を作成する

· スライドの事例は、避難所の緯度経度データを取り込んで、編集レイヤとして表示した分布図である
· 分布図から避難所の立地傾向と偏りを読み取る

◆説明手順

· 施設の種類ごとに記号を変えて分布図を作成する
· 背景地図を参考にしながら、避難所配置の問題点を読み取らせる

◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 背景地図の選び方によって読み取れる情報が違うことにも気づかせる（背景の表示・非表示を切り替えてみる）
· 背景地図の道路網や地形条件から推測される人口分布と避難所の配置の関連性を読み取ってもらう（ex.住宅があれば道路が通っている。山間部は人口が少ない）。

◆受講者への確認事項

· 数人を指名して、避難所配置の問題点について報告してもらう

ページ11　サブタイトル：地区ごとの人口特性の把握
◆このページのポイント

· 既成の小地域統計（2005年国勢調査町丁別集計）を使って人口統計の主題図を作成する
◆説明手順

· 詳しくは別冊（４）の手順に従って作業することを伝える
· 背景地図を読み込んだ後、境界データを取り込んで、属性データ（CSVファイル）と結合し、地図太郎で年齢別人口比率の階級区分図を作成するという流れを説明する
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし
◆受講者への確認事項

· 手順通りに作業が進んだかを確認する
ページ12　サブタイトル：背景地図の作成、ユーザ（編集）レイヤの作成
◆このページのポイント

· 背景地図に小地域統計境界データを加えてユーザレイヤを作成する
◆説明手順

· 別冊（４）で地図太郎の操作を説明しながら作業を進める
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし
◆受講者への確認事項

· 手順通りに作業が進んだかを確認する
ページ13　サブタイトル：属性データの作成、属性データの結合

◆このページのポイント

· 地図データと共通するコードを含む属性データをGISに取り込む方法を理解する

◆説明手順

· 別冊（４）で地図太郎の操作を説明しながら作業を進める 
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 町丁・字名を共通コードにすることもできるが、同名の町・字が存在したり、文字・数字の表記の違い（アラビア数字と漢数字、全角と半角など）が原因で結合できないことがあるため、共通コードを使用した方がよい。
◆受講者への確認事項

· 手順通りに作業が進んだかを確認する
ページ14　サブタイトル： 地図の表示、重ね合わせ

◆このページのポイント

· 属性データからコロプレスマップを作成し、避難所のレイヤと重ねて表示する
◆説明手順

· 別冊（４）で地図太郎の操作を説明しながら作業を進める
· 作成した地図を見て、高齢者対策が必要な避難所がないかを考える
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 高齢者の多いところはどこかを読み取る（ex.山間部，中心市街地，開発の古い郊外住宅地など）。

◆受講者への確認事項

· 手順通りに作業が進んだかを確認する
ページ15　サブタイトル：地図の読み取りにとっての背景地図の効果

◆このページのポイント

· 背景地図によって地図から読み取れる情報が違うことを理解する

◆説明手順

· とくに土地勘がない場合、背景地図が地図を読み取る手がかりになることを、具体例を挙げて説明する

◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 地図太郎では地図の重ね合わせや解析機能に制限があるが、汎用GISを用いれば多種多様な地図表現や解析が可能であることにも言及する

◆受講者への確認事項

· 背景地図の有無で地図から受け取る情報がどのように違うかを答えてもらう

ページ16　サブタイトル：主題図の効果的読み方

◆このページのポイント

· 読図の熟練度や土地勘の有無によって地図から読み取れる情報が異なることを理解する

◆説明手順

· GISで地図のレイヤ表示を切り替えながら主題図表現を変えてみる

· 初心者と上級者で読図の仕方に違いがあることを、例を挙げて説明する

◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 自治体でも地図を日常的に利用する部門とそうでない部門で地図読図への習熟度は異なると予想される（地図利用部門でも読図はあまり意識して行っていない可能性がある）

◆受講者への確認事項

· 日常の業務で地図をどの程度使っているか。
ページ17　サブタイトル：主題図の仕上げと出力

◆このページのポイント

· これまで作成した地図を仕上げて主題図をファイルとプリンタに出力する

◆説明手順

· 各自で作成する地図を選び、方位、縮尺、凡例を追加して主題図を完成させる

· 地図画像をファイルに保存し、プリンタに出力する。

◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 出力の仕方は、別冊：「地図太郎」解説編（その１）の別冊（２）を参照。

◆受講者への確認事項

· 出力した地図を確認し、必要に応じて修正する。

ページ18　サブタイトル：【課題１】新たな避難所の設置場所を考える 

◆このページのポイント

· 重ね合わせた地図を使って、避難所配置の改善策を考える。
◆説明手順

· 避難所の分布と人口総数の比例記号図を作成し、避難所が不足しているところを探して、新たな設置場所を考える。
· 別冊（４）の手順に従って作業を進める。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 人口のような絶対量を表すには、単位地区の大きさに影響を受けるコロプレスマップよりも比例記号図が適している。

· 人口分布と避難所の配置の対応関係を読み取る。

· 汎用GISの解析機能を使えば、定量的に不足している地区を求めることができる。

◆受講者への確認事項

· 数人を指名して、避難所の候補地とその理由を答えてもらう。

ページ19　サブタイトル：様々な主題図の表現技法

◆このページのポイント

· データの特性に応じて、適した地図表現を選択することの重要性を理解してもらう

◆説明手順

· 同じデータでも異なる地図が描けることを説明する

· データによって適した地図表現も異なることを説明する

◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 地図太郎では比例記号図とコロプレスマップ（階級区分図）だけだが、汎用GISを使えばより多くの種類の地図が描ける

· 同じデータを異なる表現にした地図の具体例を挙げて説明する方がよい（たとえば、適した表現と不適切な表現を並べて比較する）

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ20　サブタイトル：問題点と改善策の検討

◆このページのポイント

· 広域避難場所の周辺の人口特性を小地域統計を使って把握し、避難所ごとに必要な対策を考える
◆説明手順

· 詳しくは別冊（５）の手順に従って作業することを伝える
· 範囲（空間）検索という機能を使って、避難所周辺の小地域データを検索し、保存したデータをEXCELで分析するという作業の流れを説明する
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 地図太郎では機能の制約から1箇所ずつ検索を行うが、汎用GISソフトでは一括して検索し、データを作成することができる。
◆受講者への確認事項

· 特になし
ページ21　サブタイトル：ユーザレイヤの追加、範囲検索、検索データの保存 
◆このページのポイント

· 任意の広域避難所を選んで、その周辺（1km圏）の人口データを検索する
· 周辺の人口特性をふまえて避難所ごとにどのような備蓄品や対策を用意すればよいかを考えてもらう
◆説明手順

· 広域避難場所と小地域統計境界をユーザレイヤを追加し、人口データを小地域境界レイヤに結合する。
· ある避難所を選び、そこから1km以内の小地域の属性データを範囲検索して、検索結果をCSVファイルに保存する
· 詳しくは別冊（５）の手順に従って作業する
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· ここでの操作は、汎用GISでは空間検索またはバッファ処理の機能を使う
◆受講者への確認事項

· 手順通りに作業が進んだかを確認する
ページ22　サブタイトル：検索したデータの分析、問題点と改善策の検討
◆このページのポイント

· 検索によって抽出した地区の人口データを集計して、避難所ごとの対策を考える。
◆説明手順

· 保存したファイルをEXCELで開き、避難所周辺の年齢別人口比率をグラフ化する（他の避難所についても同じ操作を繰り返す）

· 各避難所近傍の人口がどのような特徴をもっているかを把握し、避難所ごとに配慮すべき点について考える。
· 詳しくは別冊（５）の手順に従って作業する
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 対象地域の広さによっては、検索範囲を1kmより広くしたり、狭くしてもよい。

· 関数を使った集計やグラフ作成などEXCELの操作に慣れていない場合は、講師やTA（または同じグループのメンバー）が補佐する。
· 人口特性を考慮した広域避難所の備蓄や避難対策について考えてみる。
◆受講者への確認事項

· 手順どおりに作業が進んだかを確認する。
ページ23　サブタイトル：地図を重ね合わせる意味とGISの役割
◆このページのポイント

· 空間的思考の支援ツールとしてのGISの有効性を理解する。
◆説明手順

· これまでの作業を踏まえて、地図の重ね合わせによってGISは空間的思考を支援できることを説明する。」
· 地図から読み取った情報をもとにさらに解析を進めることでGISが意思決定支援ツールになることを説明する。
· GISは単なる地図作成ツールではないことを理解する。
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· 特になし。

◆受講者への確認事項

· 特になし。

ページ24　サブタイトル：【課題２】GIS、GPSを用いた自治体業務について考える
◆このページのポイント

· これまでの作業で学んだGISの機能が自治体業務にどのように活用できるかをグループで討論する。
◆説明手順

· グループごとにGISに適した自治体業務を一つずつ選ぶ
· 業務に必要なデータを、GISでの処理の仕方を考える
· 結果を業務の改善に利用する方法を考える（GISを使わなかった場合との比較）
◆補足事項（スライド未掲載のデータやファクト等）

· グループ構成は前の課題と同じ。
· グループディスカッションの時間を10～20分程度確保する。
· 討論が進まないグループがあった場合は、下記の事例を提示して選んでもらう。
· 災害対策：洪水被害予想範囲と人口分布、避難所を重ね合わせて対策を練る、被災状況の応急調査
· 小学校の統廃合：小学生の分布をもとに統廃合の候補地を選択する
· 保育所の新設，幼稚園との機能分担の見直し（幼保一元化）

· 感染症対策：インフルエンザや家畜の伝染病発生時に発生状況を把握し対策を練る
· ゴミ問題：不法投棄現場の現状調査

· 動植物分布調査など

· 対象地域の空間スケールに応じて利用するデータが異なることに注意を喚起する。
· GPSは測位精度に限界があるものの，迅速に位置情報を取得できる利点がある。そのため，緊急時の応急的調査や10m程度の誤差が問題にならない対象に向いていることに注意を喚起する。

◆受講者への確認事項

· 作業用のテンプレートを使用すること。

· 作業結果は、グループごとに代表者を決めて報告してもらうこと。
FAQ：

Q1：地図太郎で使用するデータには条件や制限はないのか。
A1：国勢調査等の小地域統計はそのまま境界も属性も取り込めるが、その他のshapeファイルに属性データを結合する際には注意が必要（通常はファイルの先頭のフィールドをキーにして結合するようになっている）。データのサイズにはとくに制限はないようだが、使用するPCのメモリによる制限は受ける（当然、サイズが大きくなれば表示も遅くなる）。詳しくは「地図太郎ユーザーズガイド（第6版）」を参照。
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